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＜連絡事項＞

・本日午後より、五日市規様（北病棟）がデイケア見学予定

・夜間の地震による青陽館内の異常は見られない。

＜利用者様情報＞

· 赤石　陽介様～6/6に胆嚢結石の手術の為、事前に入院予定との事。5月末にヘルニアの術後通院

の為、今後の入院予定を確認してくるとの事。明日は、移籍を考えている作業所を見学に行く為デイケアを欠席すると話されている。作業を変更することについて、担当医へは伝えているがうみねこ幸房へ伝えることが出来ないと気にしている様子見られている。

· 古舘　ヨリ様～足が痛いため外来までは来る事が出来たが、デイケアまで来ることが出来ないと

連絡あり欠席している。電話連絡時に「デイケアを辞めたほうがいいのかな」と話されている事あり。帰りに青明舎へ寄ると話されている為、本人の訴えについて青明舎へ情報提供している。

· 下町サン子様～ロッカー室にしゃがみこんでおり、ふらついて倒れそうになったと話されている。

部屋移動などの歩行時にふらつき著明で支えを必要としている。バイタルサインの測定を行っているが異常は見られない。午前中は静養室にて休みながら過ごされている。昼食は全量摂取しており、おかわりも行なっているが、食事摂取の動作に時間を要している。

· 夜間の地震による安否確認を実施。2名（植村様・田名部様）を除き、全員の安否確認が出来ている。

＜事例検討＞

大下　良悦様（63）　担当医：川端Dr　　主病名：統合失調症　　合併症：なし

【入院歴】

1 H13.12.28～H14.9.8　青南病院

2 H16.3.31～H16.4.7　　〃

3 H17.11.1～H21.8.5　　〃

【治療歴】

· 外来通院、薬物療法

· デイケア利用中

【デイケアでの現在の状況】

· 自閉・感情鈍磨・意欲減退

· 病気に対する意識は高く、疾病教室など病気に関連する物は必要だと認識して参加している

· 日中（特に午後）の居眠り

· 嗜好品を切らしたことをきっかけとする、動作の停止や表情の強張り。動作停止の振り返りには、状態変化の自覚は無い

· メモに固着し、時間にずれた行動が見られる

· 些細な行動の確認と報告

· 交流は少ないが話をする事は楽しいと話されており、役割を持っている際には積極的に発言する事が出来る

【青山荘での様子】

· 時間に合わせた行動をとる事はできる

· スケジュールはメモにとり、常に携帯している。メモは1ヶ月分ごとにまとめており、月が変わると処分している様子

· メモを落とした際には散乱してしまい、拾うまでに時間を要しているが、気持ちに余裕がある際には動作は停止する事無く集める事が出来ている

【利用目的】

· 病状の安定を目指しながら、生活能力の向上

【プログラム提供内容】

· 日常生活動作（実践含む）⇒復習を含めて繰り返し行なう必要がある

· 運動療法⇒動作の停止や緩慢さがある為、行動範囲の把握と活動領域の確保

· ＳＳＴ　⇒対人技能の向上、的外れな発言は聞かれないが返答に時間を要する為

· 作業療法⇒プラモデルなど手先を使用した作業に興味を持っている為、趣味の拡大と

作業を通した交流場面の確保

【目標】

長期目標：病状の安定を目指しながら、生活能力の向上を目指す

中期目標：病状の変化に気付き、対処出来るようにする。

プログラムへ積極的に参加する。

短期目標：不安な事や困った事があれば、スタッフへ相談する。

時間に遅れないよう早めの準備と行動を心掛ける。

実施計画

①病状変化（言葉が出ず動きが止まる・小刻み歩行・表情の強張り等）が見られないか観察をする。また、病状変化が見られ次の動作に移れずにいる際は、状況を確認し次の行動へ移れるよう声掛けを行う。

②居眠りをしていたりトイレに行きプログラムに遅れることがある為、予定時間が過ぎていることや遅れないよう声掛けを行う。また、入浴予定時間に合わせた行動が出来ているか観察し必要時介入する。

③プログラム中の居眠りがあったり、活気がみられない場合は、睡眠状況の確認をする。

＜青山荘関係利用者様　情報交換＞

· 青木　紀子様～デイケアの利用時間変更後から遅刻することはないが、起床困難は続いており

青山荘の日課を行なう事が出来ずにいる。自室の片付けも行なえない状態が見られている。又、青山荘の利用料金が値上がりした為、退所までに単身生活に必要なお金を溜める事が出来るか不安に思っている様子。

· 東海林康之様～デイケア利用後に青山荘にて過ごしてから帰宅する様子が見られている。

青木様との距離の取り方も近い様子が見られる為、デイケア利用中の様子も合わせて距離が近すぎる際には介入していく。

· 松村　勉　様～5/31で青山荘退所予定。退所後はレオパレス入居となる。退所後の日中の

活動場所が定まっていない様子がある為、青山荘及びデイケアの利用を継続するよう伝えていく。一昨日には自室で独語が聞かれることあり。

· 船場　幸子様～デイケアの利用を週5日から週3日（月・水・金）へと変更。青山荘に移って

からまだ慣れない様子あり、青山荘プログラムを導入しながら生活に慣れて頂く。

· 中村与一郎様～デイケア利用に移ってから徐々に周囲と交流を持つ事が出来るようになって

いるが、早起きをしなくてはいけない日が続く事で負担となっており、息抜きをする日が欲しいと話されている。

＜外来情報＞

· 平　　康子様～右手母指の骨折は完治しているが、痛みがあり力が入らないと訴えている。

· 長瀬紘一郎様～血圧は安定している。

· 奥山以依子様～イスコチン服用後から肝機能の急激な悪化が見られており、服用中止している。

· 船場　幸子様～デイケアの利用日が減る事を担当医へ報告しており、担当医も了承している。

